
各地区施設の検討開始時期・方向性（案）の考え方について

現況分析
施設の「建物」と「サービス」の視点から、採点し、現状把握を行います。

個別計画では、今後、個別の施設の検討を行う際の前段階として、現在の施設の状況を把握するとともに、現況分析を踏まえ、検討開始時期を設定します。

施設仕分（評価）

市以外でもサービス提供が可能

専用の建物または部屋が必要

他施設に類似用途の部屋あり

または独立施設の必要なし

Ａ 民間活用 Ｂ 多機能化
Ｃ 集約化
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【建物】 サービス

検討開始時期から、地域や利用者の皆様とともに具体的な方針を検討・整備

【 具体的な検討・整備の流れ】

前段階として、サービスの種類について、一律に仕分けします。

検討開始

時期の設定

当該施設又は

近隣施設の

改修・建替時期

や

指定期間終了

などの時期

に合わせ設定

比較的良い状態 →Ⅰ

老朽化が進行している状態 →Ⅱ

・主体建物の老朽化状況

（築年数、改修の有無）

・耐震性能の有無

・類似施設間での利用状況比較

・過去の利用状況傾向

（施設稼働率、利用者数など）

・将来利用見込

（利用圏域や地域別人口推計

など）

利用状況が良い →Ⅰ

利用状況に課題がある →Ⅱ

【 方針検討のイメージ 】
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